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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月3日(2015.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外傷性脳損傷の処置のための対象への移植のための細胞であって、
　（ａ）ＭＳＣの培養物を提供するステップと、
　（ｂ）ステップ（ａ）の細胞培養物を、ＮＩＣＤをコードする配列を含むポリヌクレオ
チドと接触させるステップであって、前記ポリヌクレオチドが完全長Ｎｏｔｃｈタンパク
質をコードしないステップと、
　（ｃ）ステップ（ｂ）の前記ポリヌクレオチドを含む細胞を選択するステップと、
　（ｄ）ステップ（ｃ）の前記選択された細胞を選択なしでさらに培養するステップと
を含むプロセスによって得られる細胞。
【請求項２】
　前記対象がヒトである、請求項１に記載の細胞。
【請求項３】
　前記ＭＳＣがヒトから得られる、請求項１または請求項２に記載の細胞。
【請求項４】
　対象の外傷性脳損傷を処置するための組成物であって、前記組成物は請求項１～３のい
ずれかに記載の細胞の治療的有効量を含み、前記組成物は前記対象の脳に投与されること
を特徴とする、組成物。
【請求項５】
　神経原性ニッチから脳損傷部位への内因性神経原性細胞の移動を誘導するための組成物
であって、前記組成物は請求項１～３のいずれかに記載の細胞の治療的有効量を含み、前
記組成物は対象の脳に投与されることを特徴とする、組成物。
【請求項６】
　前記神経原性ニッチが脳室下帯である、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記脳損傷が外傷性脳損傷である、請求項５に記載の組成物。
【請求項８】
　対象の神経原性細胞の増殖を刺激するための組成物であって、前記組成物は請求項１～
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３のいずれかに記載の細胞の治療的有効量を含み、前記組成物は前記対象の脳に投与され
ることを特徴とする、組成物。
【請求項９】
　神経原性細胞が増殖して対象の脳損傷部位に移動するように誘導するための組成物であ
って、前記組成物は請求項１～３のいずれかに記載の細胞の治療的有効量を含み、前記組
成物は前記対象の脳に投与されることを特徴とする、組成物。
【請求項１０】
　前記脳損傷が外傷性脳損傷である、請求項９に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　したがって、本開示は、とりわけ、以下の実施形態を提供する：
　１．対象の外傷性脳損傷を処置する方ための法であって、前記方法は、ＳＢ６２３細胞
の治療的有効量を対象の脳に投与することを含み、ＳＢ６２３細胞が、（ａ）骨髄付着幹
細胞（ＭＳＣ）の培養物を提供するステップと、（ｂ）ステップ（ａ）の細胞培養物をＮ
ｏｔｃｈ細胞内ドメイン（ＮＩＣＤ）をコードする配列を含むポリヌクレオチドと接触さ
せるステップであって、前記ポリヌクレオチドが完全長Ｎｏｔｃｈタンパク質をコードし
ないステップと、（ｃ）ステップ（ｂ）のポリヌクレオチドを含む細胞を選択するステッ
プと、（ｄ）ステップ（ｃ）の選択された細胞を選択なしでさらに培養するステップとに
よって得られる方法。
　２．対象がヒトである、実施形態１に記載の方法。
　３．ＭＳＣがヒトから得られる、実施形態１または２のいずれかに記載の方法。
　４．外傷性脳損傷の処置のための対象への移植のための細胞であって、（ａ）ＭＳＣの
培養物を提供するステップと、（ｂ）ステップ（ａ）の細胞培養物をＮＩＣＤをコードす
る配列を含むポリヌクレオチドと接触させるステップであって、前記ポリヌクレオチドが
完全長Ｎｏｔｃｈタンパク質をコードしないステップと、（ｃ）ステップ（ｂ）のポリヌ
クレオチドを含む細胞を選択するステップと、（ｄ）ステップ（ｃ）の選択された細胞を
選択なしでさらに培養するステップとを含むプロセスによって得られる細胞。
　５．対象がヒトである、実施形態４に記載の細胞。
　６．ＭＳＣがヒトから得られる、実施形態４または５のいずれかに記載の細胞。
　７．神経原性ニッチから脳損傷部位への内因性神経原性細胞の移動を誘導するための方
法であって、前記方法が、ＳＢ６２３細胞の治療的有効量を対象の脳に投与することを含
み、ＳＢ６２３細胞が、（ａ）ＭＳＣの培養物を提供するステップと、（ｂ）ステップ（
ａ）の細胞培養物をＮｏｔｃｈ細胞内ドメイン（ＮＩＣＤ）をコードする配列を含むポリ
ヌクレオチドと接触させるステップであって、前記ポリヌクレオチドが完全長Ｎｏｔｃｈ
タンパク質をコードしないステップと、（ｃ）ステップ（ｂ）のポリヌクレオチドを含む
細胞を選択するステップと、（ｄ）ステップ（ｃ）の選択された細胞を選択なしでさらに
培養するステップとによって得られる方法。
　８．神経原性ニッチが脳室下帯である、実施形態７に記載の方法。
　９．脳損傷が外傷性脳損傷である、実施形態７または８のいずれかに記載の方法。
　１０．対象がヒトである、実施形態７～９のいずれかに記載の方法。
　１１．ＭＳＣがヒトから得られる、実施形態７～１０のいずれかに記載の方法。
　１２．対象の神経原性細胞の増殖を刺激するための方法であって、前記方法が、ＳＢ６
２３細胞の治療的有効量を対象の脳に投与することを含み、ＳＢ６２３細胞が、（ａ）Ｍ
ＳＣの培養物を提供するステップと、（ｂ）ステップ（ａ）の細胞培養物をＮｏｔｃｈ細
胞内ドメイン（ＮＩＣＤ）をコードする配列を含むポリヌクレオチドと接触させるステッ
プであって、前記ポリヌクレオチドが完全長Ｎｏｔｃｈタンパク質をコードしないステッ
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プと、（ｃ）ステップ（ｂ）のポリヌクレオチドを含む細胞を選択するステップと、（ｄ
）ステップ（ｃ）の選択された細胞を選択なしでさらに培養するステップとによって得ら
れる方法。
　１３．脳損傷が外傷性脳損傷である、実施形態１２に記載の方法。
　１４．対象がヒトである、実施形態１２または１３のいずれかに記載の方法。
　１５．ＭＳＣがヒトから得られる、実施形態１２～１４のいずれかに記載の方法。
　１６．神経原性細胞が増殖して対象の脳損傷部位に移動するように誘導するための方法
であって、前記方法が、ＳＢ６２３細胞の治療的有効量を対象の脳に投与することを含み
、ＳＢ６２３細胞が、（ａ）ＭＳＣの培養物を提供するステップと、（ｂ）ステップ（ａ
）の細胞培養物をＮｏｔｃｈ細胞内ドメイン（ＮＩＣＤ）をコードする配列を含むポリヌ
クレオチドと接触させるステップであって、前記ポリヌクレオチドが完全長Ｎｏｔｃｈタ
ンパク質をコードしないステップと、（ｃ）ステップ（ｂ）のポリヌクレオチドを含む細
胞を選択するステップと、（ｄ）ステップ（ｃ）の選択された細胞を選択なしでさらに培
養するステップとによって得られる方法。
　１７．脳損傷が外傷性脳損傷である、実施形態１６に記載の方法。
　１８．対象がヒトである、実施形態１６または１７のいずれかに記載の方法。
　１９．ＭＳＣがヒトから得られる、実施形態１６～１８のいずれかに記載の方法。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
　外傷性脳損傷の処置のための対象への移植のための細胞であって、
　（ａ）ＭＳＣの培養物を提供するステップと、
　（ｂ）ステップ（ａ）の前記細胞培養物を、ＮＩＣＤをコードする配列を含むポリヌク
レオチドと接触させるステップであって、前記ポリヌクレオチドが完全長Ｎｏｔｃｈタン
パク質をコードしないステップと、
　（ｃ）ステップ（ｂ）の前記ポリヌクレオチドを含む細胞を選択するステップと、
　（ｄ）ステップ（ｃ）の前記選択された細胞を選択なしでさらに培養するステップと
を含むプロセスによって得られる細胞。
（項目２）
　前記対象がヒトである、項目１に記載の細胞。
（項目３）
　前記ＭＳＣがヒトから得られる、項目１または項目２に記載の細胞。
（項目４）
　対象の外傷性脳損傷を処置するための方法であって、項目１～３のいずれかに記載の細
胞の治療的有効量を前記対象の脳に投与することを含む、方法。
（項目５）
　神経原性ニッチから脳損傷部位への内因性神経原性細胞の移動を誘導するための方法で
あって、項目１～３のいずれかに記載の細胞の治療的有効量を対象の脳に投与することを
含む、方法。
（項目６）
　前記神経原性ニッチが脳室下帯である、項目５に記載の方法。
（項目７）
　前記脳損傷が外傷性脳損傷である、項目５に記載の方法。
（項目８）
　対象の神経原性細胞の増殖を刺激するための方法であって、項目１～３のいずれかに記
載のＳＢ６２３細胞の治療的有効量を対象の脳に投与することを含む、方法。
（項目９）
　神経原性細胞が増殖して対象の脳損傷部位に移動するように誘導するための方法であっ
て、項目１～３のいずれかに記載のＳＢ６２３細胞の治療的有効量を対象の脳に投与する
ことを含む、方法。
（項目１０）
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　前記脳損傷が外傷性脳損傷である、項目９に記載の方法。
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